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1. はじめに 

歴史資料のデジタルアーカイブ化によって，貴重な歴史

資料を計算機で扱うことが容易になり，高度な知的利用や

新たな展示技術に関する研究が盛んに行われている．デジ

タルアーカイブを活用し，博物館と来館者の両者に有益な

展示を行う事は博物館にとって重要である．このような背

景の下，本研究では小袖屏風に着目する．小袖屏風は小袖

裂が屏風に貼装されたものであり，染織研究において重要

な資料であるとともに美術品としての価値も高い [1]．こ

の小袖屏風を一般の人々が楽しむ要素としては，貼装され

た小袖の様々な模様が挙げられる．歴史資料中の模様を使

って自分自身のオリジナルの模様を作り出すことができれ

ば，デジタルデータを利用した展示物への興味喚起につな

がると考えられる．そこで本研究では，いくつかの小袖の

模様の特徴を持った新しい模様画像を生成するシステムの

構築を試みる．特に，博物館の来館者などの一般ユーザを

対象として考えた場合，模様生成の過程で画像編集の知識

や煩雑な操作を要求することは好ましくないため，ユーザ

が模様をいくつか選択するだけで合成模様を自動生成でき

るシステムを考える．また，被験者にシステムの出力と類

似の合成模様画像を画像編集ソフトで作成してもらうこと

で，提案システムの模様作成効率を評価する． 

2. 提案システム 

提案システムでは要素技術として，ポアソン画像合成[2]

とテクスチャ合成[3]を使用する．ポアソン画像合成は，2

枚の画像を合成する技術であり，貼り付け画像のテクスチ

ャは維持したまま色味を貼り付け先画像に似せることで違

和感なく画像を合成する手法である．テクスチャ合成は，

与えられた見本となるテクスチャ画像を利用し，その画像

に類似する任意の形・サイズの画像を合成する手法である．

図 1に 3枚の模様画像を入力画像とし，最終的に 1枚の模

様合成画像を出力する提案システムの処理概要を示す．以

下，提案システムの各処理を説明していく． 

2.1 背景画像の作成 

 図 1の Aに示す 1枚の入力画像からテクスチャ合成によ

って模様のない背景画像を作成する．まず，顕著性マップ

[4]を利用して模様領域だけを特定し，模様領域を二値画像

で表現したマスク画像を作成する．本研究では文献[4]で提

案されている，カラーコントラストを基づく特徴量と領域

の位置情報を考慮した顕著性マップを使用する．顕著性マ

ップから作成したマスク画像の例を図 2 に示す．マスク画

像作成後，模様領域以外の画素値だけを使用したテクスチ

ャ合成によって，背景だけの画像（画像 C）を作成する． 

 

2.2 模様合成画像の作成 

 まず，2.1 で説明した方法と同様に文献[4]の顕著性マッ

プを利用して画像 B と B’ の模様に対して模様領域を特定

するマスク画像を作成する．その後，画像 C の背景中に画

像 Bと B’ の模様が存在する画像 Dと Eをポアソン画像合

成によって，それぞれ作成する．なお，先に作成したマス

ク画像はポアソン画像合成において模様領域を指定するの

に使用する．従来のポアソン画像合成では，合成した際に

貼り付けた画像の色味が全体的に変化してしまい模様本来

の色味が失われてしまう問題点が生じる．そこで本研究で

は，従来のポアソン画像合成で作成した画像と模様を単純

に貼り付けた画像をさらに合成させることで，模様本来の

色味が残る合成を行った．この工夫を行ったことにより，

境界部分は連続的になり模様内部は色味を保持した合成画

像が作成される．図 3 に模様を単純に貼り付けた合成画像，

従来のポアソン画像合成による合成画像，提案手法の合成

画像の例を示す．図 1 では背景となる画像 1 枚（画像 A）

と模様となる画像 2枚（Bと B’）を使用した例を示してい

るが，模様となる画像の一方を画像 A で代用することも可

能である．この場合，入力画像は 2枚となる． 

2.3 新しい模様画像の合成 

作成した同背景の画像同士（画像 D と E）を用いてテク

スチャ合成を行い，2 つの模様をもつ新しい模様画像（画

像 F）を生成する．テクスチャ合成には様々な手法がある

が本研究では，文献[3]で提案されている座標ベースの手法

を使用する．この手法では，合成画像の画素値を直接操作

するのではなく，合成画像中の各画素値が見本となるテク

スチャ画像のどの座標からコピーされたかという座標情報

を操作する．また，この手法は並列性が高く GPU などで

実装することで高速化も可能である．テクスチャ合成の際

に，画像 Dと Eそれぞれのマスク画像（2.2で作成したマ 

図 1 提案システムの概要 
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図 2 マスク画像の作成手順 

 

 

図 3 模様合成画像の比較 

 

スク画像）を利用することで模様の形状を保持し，合成し

た際に模様が崩れることを防いでいる．提案手法により合

成された画像の例を図 4と図 5に示す． 

3. 提案システムの実験的評価 

3.1 実験設定 

本実験では，被験者に提案システムが生成する模様画像

と同様の画像を画像編集ソフトで作成してもらい，提案シ

ステムと被験者の模様作成時間を比較することで，提案シ

ステムの時間的効率性を評価した．被験者には，提案シス

テムで合成した画像図 4 (3)，図 5 (4)を基に作成した見本

画像を見せ，それらの画像に限りなく近い画像を作成して

もらった．具体的には，10 名の被験者に，画像編集ソフ

ト Adobe© Photoshop Elements 13を使用して，実験 1で

は背景画像 1 枚と模様画像 1 枚（図 4 (1), (2)）から， 実

験 2 では背景画像 1 枚と模様画像 2 枚（図 5 (1)〜(3)）か

ら新しい模様画像を作成してもらった．ただし，被験者の

作成時間の上限は実験 1で 30分，実験 2で 40分とした．

提案システムは C++で実装し，CPU: Intel Xeon W3520 

(2コア, 2.67GHz, 8MBキャッシュ)，メモリ: 4GB の計算

機上で動作させた．また，入力画像と合成画像のサイズは

512 × 512 [pixels]である． 

3.2 実験の結果と考察 

 表 1 に提案システム合成画像を作成するのに要する実計

算時間と被験者が要した平均時間，最長時間，最短時間を

それぞれ示す．なお，提案手法ではテクスチャ合成の処理

で乱数が使用されるが，計算時間への影響は僅かであるた

め，表中の計算時間はある 1試行の時間となっている． 

 表 1 から分かるように，実験 1 では提案システムの方が

被験者の平均時間と比べて長い時間を必要としているのに

対し，実験 2 ではどの被験者よりも提案システムの計算時

間が短くなる結果となった．これは，実験 1 で作成する画

像は切り取る模様の形状が大きく，切り取り範囲の選択と

貼り付けが初心者でも容易なため，被験者の作成時間が短

くなったことが理由である．一方，実験 2で作成する模様 

 

図 4 提案システムへの入力画像と合成した画像例 1 

 

 

表 1 画像作成時間の比較（分:秒） 

 

画像は細かい模様が多いため，初心者が画像編集ソフトで

作成する場合，時間がかかっていた．提案システムでは実

験 1 の方が実験 2 よりも計算時間が長いが，これはポアソ

ン画像合成にかかる時間が模様によって大きく変化するた

めである．両実験で提案システムは 10 分以内に模様生成

を完了しており，被験者による作成と比較すると模様の種

類に関わらず安定した時間での合成が可能であると言える． 

4. おわりに 

本研究では小袖屏風画像を対象に，その小袖屏風に存在

する模様を組み合わせ，新しい模様画像を自動生成するシ

ステムを提案し，被験者実験を通してその時間的効率性を

確認した．提案手法の利点は入力画像を選択するだけで新

しい模様画像を自動で生成できる点にある．そのため，気

になる模様の組合せを試す場合や，試行錯誤しながらデザ

インの方向性を決めるといった用途にも応用の可能性があ

る．今後は，模様が崩れてしまうことを防止するために良

質なマスク画像を作成することや，GPU で提案システム

を実装することで模様画像の合成に必要な時間を短縮する

ことなどが挙げられる． 
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 実験 1 実験 2 

提案システム 07:12 05:14 

被験者平均 05:07 35:26 

被験者最長 10:00 40:00 

被験者最短 03:43 20:08 

図 5 提案システムへの入力画像と合成した画像例 2 
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